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要旨

実習は看護学教育の中核で最も重要な教育形態である。看護基礎教育の最終学年における

統合実習で、著者は学生自ら課題を設定し、 看護の現象に対して探究心を持つことにより、

研究的手法を用い、臨地・臨床の課題を見出し、情報収集、計画立案、調査、考察と発表を

行うという教育設計を採用している。実習の目標は 1)多角的な視点から捉えた各自の探究

テーマの設定ができる、 2)各自の実習計画立案ができる、3)推論・論証を活用した主体的な

学習を持続できる、の 3点である。 大きな特徴は個々の学生が主体的に実習を自らデザイ

ンすることにあり、教員は学生の探究をサポートし、実習施設との調整役、学生、実習施設

相互の学びを促進する役割を担う。

キーワード .統合実習、主体性、探究、言語化、課題発見、実習デザイン

はじめに

大学看護教育における実習の位置づけ一研

究的取り組みの場

看護学教育において、実習は「看護学教育

の中核J、「独自かっ特徴的であり最も重要

な教育形態」であると日本学術会議の報告

は述べている (日本学術会議 2017)。量的

に見ると、実習の占める位置は大きく 、大学

における看護教育では、総時間数の 25%以

上を実習が占めている(第 9回看護基礎教

育検討会 2019)。臨地実習の学習内容と し

ては、同報告では 「看護専門職として為すべ

きこと、 為しうること、挑戦すべきことを見

極め、根拠を持ヲて看護を思考し、実施、 評

価するまでの一連のプロセス」の体験と し

ている (日本学術会議 2017)。ここで注目

すべき点は、ともすれば手技偏重になりが

ちな臨地実習が「研究的取り組み」の場であ

り、 中でも重要な点は 「学生自ら課題を設

定Jすることであるとされていることであ

る。同報告では、「学生自 ら課題を設定しJ、

「看護の現象に対して探究心を持つことに

より 、研究的手法を用い、 臨地 ・臨床の課題

を見出し」て、情報収集、計画立案、調査、
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考察と発表を行うことが期待されていると

している。(日本学術会議 2017)

臨地実習の中での統合実習の位置づけ

「研究的取り組み」と「学生自 ら課題を設

定Jすることは、臨地実習の最終局面である

統合実習において、なおさら意識すべき点

である。2006年でカリキュラムに初めて導

入された統合分野では「臨床実践に近い形

で知識・技術を統合するJことと、技術修得

の充実が主な目的とされていた。(厚生労働

省 2007)。

統合分野の導入自体は評価すべきであるが、

2006年改正時の問題点は、統合実習は卒後

へつながる力の獲得を目指すとされたのに、

項目の列挙のみで具体的な目標が記述され

ず、結果的に目標が暖昧になフていたこと

であった。つまり、チーム医療、他職種との

協働、メンバーシップ及びリーダーシップ、

マネジメン ト、医療安全、災害看護、国際社

会での協力、看護技術、複数の患者受け持

ち、一勤務帯を通した実習、夜間実習など、

さまざまな性質の項目が混在し、獲得を目

指す能力内容の記述は乏しかったのである

(厚生労働省 2007)。

この点について、 2019年の検討会報告書

では求められる能力内容が記述されたこと

は大きく評価すべきである。 同報告書では、

卒業時の到達目標として提示された看護師

の実践能力は 5群あるが、概ね I""'III群は

統合実習に至る前までの教育課程で目標と

する能力群であり、lV群「ケア環境とチーム

体制を理解し活用する能力」とV群 「専門職

者としで研鑓し続ける基本能力」は主とし

て統合分野で到達すべき目標である。例え

ば、 V群のうち「継続的な学習Jの構成要素

として「看護実践における自らの課題に取

り組み、継続的に専門職と しての能力の維

持・向上に努める必要性と方法を理解するJ

という 到達目標が示された(厚生労働省

2019) 

このように具体的な到達目標が言語化さ

れることで、2006年カリ キュラムではばら

ばらな項目に過ぎなかった事柄が、よ り有

機的な能力の要素とな り、カリ キュ ラム改

正の趣旨は共有しやすく なり、現場の教育

者は、統合実習での到達すべき能力内容が

共有でき、よ りその目標を意識して実習を

組み立てやすくなったと言えるだろう。

A総合医療センター .B大学附属病院にお

ける統合実習の試み

我々は 2019年の検討会に先立つこと 4

年前の 2015年から、 4年次での統合実習の

目標を、学生が自ら課題を発見し、解決を図

り、卒後も主体的に課題発見力、解決力を発

揮できるよう になることとして実施してき

たので、その取り組みについて報告したい。

我々の統合実習には大きく二つの特徴があ

る。

(1)主体的な課題選択。計画立案

課題発見 ・解決力は患者ケアや看護シス

テム内での活動で生涯にわたって必要とさ

れる力であるという考えから、我々は主体

的な課題選択を重視した統合実習を実施し

た。課題発見力@計画立案力・実践力は、一

般的な能力とされるジェネリッ クスキルの

うちの汎用的対応能力 (コ ンビテンシー)に

含まれる対課題基礎力の中核的な能力群で

あり、学士課程教育においてとりわけ必要

とされる能力であり 、「学生参加型授業J、

「協調・ 協同学習J、「課題解決・探求学習」
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などの必要性が指摘されていた(文部科学

省 2008、)。

この実習の特色の一つは、学生が個人個

人でこれまでの学びを統合して課題を主体

的に選択し、課題探究・解決にむけた実習計

画を自分で企画し、実施・評価することにあ

り、そこが、 3年次までの臨地実習とは違う

点である。従って、各人のテーマは各人の関

心によるため、多様であり、実習現場も各人

各様となる。例えば「がん患者の継続支援」、

「先天的奇形で生まれた子どもへの愛着形

成」、「看護師の能力獲得と卒後教育支援」な

ど、実に多様なテーマを学生個人の関心か

ら課題と してあげていた。学生自ら実習計

画を企画するため、学生各自のテーマが可

能となる実習現場の確保については教員が

最大限努力するという方法をとる ことで、

我々は学生の主体性を最大限に保証するよ

う努めた。

(2)病院との強力な連携

学生個々の課題選択 ・計画立案を可能に

する実習の教育設計には、病院の看護管理

部門、看護教育部門の協力・連携が前提条件

になる。学生個々の多様なテーマの実習を

可能とするためには、 実習設定可能な各部

署の選定、教育支援が可能な臨床指導者の

日程調整および関係各部署との細かい調整

が必須であり、そのためには、 まず実習施設

の看護管理責任者が我々の統合実習の趣旨

に関心を持ち、その意義に賛同し、調整に全

面的な協力体制をとることへの同意が絶対

条件となる。

我々は実習プログラム内容とその趣旨を

看護管理部門 ・看護教育部門に分かりやす

く伝え、学生が主体的な課題発見力・解決力

をつけることが、卒後の能力発揮にも影響
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することへの理解を得るように努めた。次

に、病院の看護管理部門、看護教育部門と教

員が学生のテーマとその理由を共有するた

めに、学生はテーマ・理由を明確に言語化す

る工程を重ねる必要があり、それにはかな

りの時間を要した。その工程については後

に詳述する。

さらに、場合によっては、看護管理者が実

習計画の調整のために直接学生にテーマ・

理由の聞き取りを行うこともあった。この

ようなプロセスを経て、学生個々の実習計

画、適切な現場選択が実現可能となった。

我々 の統合実習において、こうした病院の

看護部門の全面的な協力が必要不可欠であ

った。

単位数 。時問。実施時期

統合実習は2単位 90時間として、 4年次

に配当されているc注意を要する点は、4年

次には様々な科目が設定されているので、

学生の履修状況と実習現場の状況とを勘案

して実習スケジュールを個々に設定する必

要があり 、教員、実習現場双方の調整にかな

りの労力を要する。

実習の 2単位 90時間の内訳は以下の通

りである。

1)実習計画概要発表一学生は全員参加

2)個別実習計画実施一各項目は一日に一

項目実施の場合と、 2項目実施の場合があ

る。施設、担当者の都合に合わせて 2か月

間の聞に、延べ 8"-'10日間で実施する。

3)実習まとめ一学生は全員参加

個別の実習日程例は後述する。

統合実習の実習目的 ・目標 ・内容

く教員・実習施設の看護管理部門、 教育部
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門・学生は以下の統合実習の実習目的・目

標 ・内容を共有する>

目的:各実習施設に共通した統合実習の目

的は、知識や体験を統合して看護実践力を

培うこと、学生は個人別探究テーマ(課題)

を持ち、そのための学習計画を個人別に作

成し、探究的な学びを深めることである。

目標:学生が以下の点に到達することを統

合実習の共通した目標としている。

1)多角的な視点から捉えた各自 の探究テ

ーマの設定ができる

2)各自の実習計画立案ができる。

3)推論'論証を活用した主体的な学習を持

続できる。

内容 :統合実習での探究テーマには組織マ

ネジメント・ 他職種との専門連携 ・継続看

護・キャ リア開発などを含んで、学生が個々

に考案する。学生主体のカンファレンスで

各自の学びを言語化し共有する。

例 1:継続看護を中心とした実習

緩和ケアや回復期リハビリテーション看護、

退院後の生活を考えた看護の継続性などを

テーマとする。実習で設定できる場面とし

ては、 他職種との連携、他施設との連携、 病

院から在宅への看護の継続など。

例 2:組織マネジメント・キャリア開発を

中心とした実習

専門外来における患者のQOLの取り組み、

組織横断的な看護師の活動、看護師の継続

教育による専門性の確立などをテーマとす

る。実習で設定できる場面としては、 専門看

護師等のシャ ドウイング、ラダー研修、看護

研修、師長会の見学参加など。

実習の展開手順

実習の展開は以下の順に実施する。

1.探究テーマと理由の言語化

a)まず学生が興味、関心を持っているテー

マとその理由について記述し、その記述内

容をもとに学生と教員はさ らに明確な言語

化を目指す。

例えばがんに興味を持っている場合、受け

持ち患者ががんで切除した、切除していな

いが放射線、 化学療法などで身体的苦痛や

仕事などの社会的な困難を来した、などの

事例、興味を持ったきヲかけや状況をまず

共有する。共有した事例、興味のあるテーマ

について、学生は使用している言葉の定義

の確認、 および当該テーマについて論文で

先行研究を調べるなどの準備を行う。学生

は、こうした準備作業を通して、学びを深め

たい視点を明確に言語化していく。 教員

はこのプロセスを終始共有して、学生によ

っては 10回以上のやりと りを行い、サポー

トする。 その結果を学生が探究テーマ、なぜ

関心を持っているか、どのような探究を目

指すかを中心に 1600字程度で言語化する。

以下に示す学生の言語化の例は、個人が特

定できないように配慮して抜粋し、 その旨

は学生にも周知している。

[言語化の例]

学生 A(抜粋): [探究テーマの背景としての領域

別実習での経験]大腸がんの直腸切断術とスト

ーマ形成術を受けた患者、転移への化学療法、

追加の切除術を予定している。 (患者の発言)

「まだストーマに慣れていないし、装具交換は自

分でできなし、から妻にしてもらっているけど、妻

は頻繁に面会に来ることができない。手術を受

けた病棟では看護師さんが手伝ってくれたけ

ど、ここは化学療法の病棟だから看護師さんは

手伝ってくれない。Jr手術はもう嫌。 もう二度とあ

んな痛い思いしたくない。でも、このことは看護
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師さんや家族には言わないで。 J(学生が認識し

た看護の必要性)患者の途切れることのない苦 i

痛や不安、がんの化学療法、放射線療法、手術

療法としりた集学的治療を受ける患者に対する

継続した看護の必要性を感じた。[学生の探究

テーマ]患者が、苦痛や不安のなかで、治療に

前向きになり、セルフケアを継続するためには必

要な援助について、病棟、外来、地域の等多角

的な視点で考えたい。支援を高めるための専門

性を高める教育についても学びたい。

b)学生が提出した探究テーマ、理由をもと

に、教員は候補となりうる実習施設、実習内

容を提示した上で、学生が最終的に学びた

いテーマ、実習施設、実習内容を決定する。

2.実習施設とスケジュールの決定

a)教員は実習施設の看護管理部門、教育部

門と、学生の希望テーマ、希望実習内容につ

いて相談し、最終的に活用可能な病院施設

と実習支援にあたる病院職員、スケジュー

ルを決定する。

b)学生は、決定した実習施設の特徴をふま

え、必要となる事前学習事項を箇条書きに

ピックアップし、その事前学習には個々の

学生が主体的に取り組む。

c)上記内容をもとに、学生は各自が可能な

選択肢から実習施設、実習内容、スケジュー

ルを選択して最終決定し、各自の実習計画

を作成する。学生が立案した実習目標、実習

方法について、必要に応じて学生が実習担

当者にプレゼンテーションを行い、場合に

よっては、実習担当者から実習計画につい

ての助言を得る。

3.実習日程

1 )実習計画概要発表一学生は全員参加
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2)個別実習計画実施-2か月間の聞に、延

べ 8~lO 日間で実施する。

3 )実習まとめ一学生は全員参加

*個別実習例:学生 A テーマ[がん患者

への継続支援での看護師の役割]

以下に示す個別自習例は、個ノ"7.)，特定できないよう

に配慮して抜粋し、その旨は学生にも周知しているc

患者自身が自宅で適切なセルフケア行動をとり

ながら治療の完遂ができるよう，治療開始時から

患者の不安に配慮した対応と、セルフケア能力

に応じた有害事象への予防的・治療的対応は，

医療スタッフに求められる支援である。がん患者

にとっては、副作用症状をコントロールするセル

フケア能力が特に重要である。しかし、外来通院

治療では、セルフケアに必要な知識の提供と患

者と一緒に解決方法を検討する十分な時間を確

保することが難しく、患者の苦痛・治療継続へ困

難感が増大していると感じている。通院治療する

がん患者へのサポートシステムが必要であると考

えるので、看護職が主導して症状の改善'自己

管理の支援を行う看護専門外来を中心に，がん

患者のセルフケアへのサポートを学びたい。

(病院が提案する部署を踏まえた)実習計画:①

看護師長会見学一②PNS(パートナーシップ・ナ

ーシング・システム)マインド研修一③外来化学

療法シャドウイングー④既卒1ヵ月自の新人研

修見学参加一 ⑤がん専門看護師(CNS)シャド

ウイングー⑥看護師長会見学一⑦がん専門

看護師(CNS)シャドウイング2回目 ③認定看

護師(CN)専門看護師(CNS)会議見学一⑤乳

がん認定看護師(CN)シャドウイングー⑮新卒

1ヵ月目の新人研修見学参加一⑪地域連携室

見学一⑫乳がん認定看護師(CN)シャドウイン

グ2回目 一 ⑬感染委員会見学一⑭外来化学

療法シャドウイング 2回目 一⑬実習まとめ

ヴ
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*個別実習例:学生 B テーマ[看護の質

の向上と人材育成・活用]

看護の質を高めることは、患者の生活の QOLに

直結し、患者は看護力に大きく影響を受ける。看

護師の質向上のための看護教育の取り組みは、

看護師一個人として、組織としての能力向上へ

の意識や意欲にどのような変化や効果をもたらし

ているのか、どのような困難課題が生じているの

か学んでいきたい。加えて、 CNSやCNなどの専

門性の高い看護姉は専門能力を活用して組織

の看護の質向上に繋げているのかを学びたい。

(病院が提案する部署を踏まえた)実習計画:

①リソースナースセンター(CNS)一②Hリソースナースセンター-

C3 (CNS) か③q"リソースナースセンター (CNS)pm~特

定行為研修N 11創傷相談室(CN)ーストマ外来・

祷癒回診n一官Ij傷相談室(CN)一病棟ラウンド

N N摂食・喉下(CN)NST"" -"看護師教育(看

護実践・キャリア支援センター)新人教育研修の実

際 11 "摂食・甲車下(CN)一最終カンファレンγ

実習最終日には各自学びの内容を A4用紙

2枚程度にまとめ、発表する。以下の学生の

学びは、個人が特定できないように配慮し

て要約、その旨は学生にも周知している。

学生 Bの学び(要約)

①教育配属部署に関連し、看護師のニーズに

沿った学習を提供する支援体制の例として、

ICUでの短時間学習が、現場にすぐに活かせる

題材を扱い、学習ニーズがあり効果的である。

②一方的なプログラムでは学習者が受動的にな

り、意欲が低下し、能力以上を求められている負

担感による意欲減退も考えられるので、能力の

把握も教育設計には重要である。

③教育者が抱える困難課題として、教育方法が

「このままで良いのか」とし、う戸惑い、専属の教育

担当者になると現場から離れるので、現場の実

情・ニーズを直接感じられず、臨床現場が求める

人材育成フ。ログラムの計画の障壁となり、プログ

ラムに自信を持てずに実施する実態、などがあ

った。

④③の問題への対策として、教育担当者委員

会が設置され、臨床現場に応じた教育プログラ

ムの作成・実施、プログラムの振り返り、改善が可

能になり、教育の質が向上して、看護の質向上

が期待できる。

⑤CN、CNSの活動については、スペシャリストと

ジェネラリストの協同は双方の看護力の向上に

役立ち、ジェネラリストの力を引き出す関わりがス

ペシャリストにとって学習機会となる。

@CN、CNSの活動において、特にリンクナース

の設置による協同は、病棟や患者に応じた個別

性の高い看護ケアとしづ利点がある。病棟全体

に周知が行き渡りゃすく全員が共通認識を持つ

ことで、組織としての看護の質向上も同時に期待

できる。

⑦看護実践の場における教育では、絶え間ない

自己研績と組織における役割の認識や能力発

揮、様々な教育や学習機会の設定、意欲を引き

出す教育設計が必要であると感じた。教育担当

者は、個々の学習ニーズを満たし、同時に組織

として一定レベル必要とされる能力の育成を目

指す教育を仕掛ける必要がある。看護師は集合

研修で得た学びを、現場での OjTによって実践

的に定着させ、学習の必要性を看護師が自ら意

味づけできることが求められる。

まとめ :本統合実習の教育設計

主体性と言語化

この統合実習の特色は何といっても学生

が主体的にテーマ、実習内容を考案するこ

とから始まる点にある。学生はまず実習を

通して深めたい学びの内容を言語化する。

場合によっては、実習で学びたい内容を実
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習施設の担当者にプレゼンテーションし、

最後のまとめでは各自の学びを発表するわ

けであるが、それらの活動はすべて学生が

自分の考えを言語化することが中心である。

つまり学生は看護基礎教育の最終局面

において、既に学んだことを統合し、将来へ

向けた発展を目指して、自らの実習をデザ

インするという初めての経験をすることが

できる。実習を自らデザインするという経

験は、自 ら課題を発見して探究するという

知的活動を中心においているために、個々

の患者のみならず看護という ものの全体像

を同時に視野に入れて統合する という経験

なのである。これは将来にわたって、看護に

存在する問題を発見し、課題解決に向けた

探究を行うという活動の最初の経験である

とも言える。

学生の考えの言語化からその経験が始ま

るこ とは、看護師が建設的な議論や課題発

見・計画立案力が比較的弱く、他者への委

嘱、自らの考えの言語化が弱い傾向がある

と言われていること(西薗 2022)を考える

と、その弱点を補完する学びとなっている

と考えられる。

この実習ではそうした経験、学びを、すべ

ての学生が個別に体験できるので、卒業後

の看護師としての発展に寄与することが多

いに期待できる。

学生の探究のサポート役としての教員

教員は学生の主体的な探究を支援し、言

語化された実習内容を実現できるように、

実習施設と調整を図るので、あくまで実習

のサポート役に徹するのが、 この実習にお

ける教員の役割の特徴である。従来の権威

主義的な「教える」というアプローチとは全
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く逆であることに、教員は留意する必要が

ある。 学生の主体性を引き出すためには、

自由放任でよいというわけではない。教員

は、学生が関心を持つ様々なテーマについ

て、幅広い知識が必要となり、教員自身も学

生と並走した探究の継続が求められる。

実習施設との調整役としての教員

もう一つ重要な教員の役割は、実習施設

と協働する能力である。学生の希望を実習

施設に上手く伝え、実習施設で実習を支え

る体制がうまく できるよう に実習施設か ら

の協力を得られるようにするこ とが、実習

を実施する上で欠かせない準備となる。さ

らに、実習施設へ学，生の実習の学びを返す

という意味でも、学生と実習施設の互いの

学びを深めることを促進する役割を担う の

も教員である。

将来の研究へむけて

本報告では、萌芽的な試みとして著者が

考案した 「学生自ら課題を設定し」、 「看護の

現象に対して探究心を持つことにより 、研

究的手法を用い、臨地・ 臨床の課題を見出

し」て、情報収集、計画立案、 調査、考察と

発表を行う統合実習の概要を記述した。著

者は、 学生の手ごたえを実感と しては感じ

ているが、客観的な評価指標による評価、 確

認には至っていないので、今後客観的評価

を行う予定である。 また、このような統合実

習を、著者のみならず広く看護教育に広め

ていく意義があると考えている。

謝辞

振り返ると、ここで報告している方法に

よる統合実習を開始したのは 5年前のこと
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になる。初めての形態の実習であったが、趣

旨を理解していただき、全面的支援を頂い

たのが当時の実習先の看護部長、同次長の

方々であった。また、 2021年度からあらた

な実習先である大学附属病院の看護部長、

副部長の方々を中心として、いずれの施設

においても師長。主任・ CNSの方々の全目

的な協力を頂いてこそ、実施できた統合実

習であった。臨床施設のご協力によってこ

そ、学生が主体的にデザインする実習が実

施できたことを感謝申し上げます。

利益相反

本論文に関して、開示すべき利益相反事

項はあ りません。
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表 1.Aさんの実習スケジュール

( -ι 寸-77 i -i¥一二;一一-7J一一τ一三1i二)
4月×日 ( 4月×白 4月×日

1 1十画概要発表

l l日間百合わせ

; 竺 E i-里子旦-十三空-j-J E旦J
時師長会AM I 
! PNSマインド研修

5月O日 1 5月O日 5月0日 5月O日 i 5月0日

- l -法町 一M シャドー iI t既卒 1カ月フォロー

一一←一一一一一一一」一一一一一一斗一一一一一一一寸一一一一一一一一斗
5月0日 5月O日 5月0日 I 5月O日 5月O日

|孟釘長 j一一一一一 司示戸両一一 ---1

1がん CNSシャドー [ !新人 1カ月研修 ! 

i 6月ム日 6月ム日 6月ム日 6月ム日 | 6月ム日 ! 

ドー 一二 一 里 竺 -型 ??三
ト 6月ム日 6月ム日 6月ム日 6月ム日 6月ム日 | 

一時一 丁一一一「副知 ~-' ----l' --------一一一(- -1 
1生~ ~-- 一一一」一一一一一- l 」- j 
実習まとめ

| 5月O日

口凶

一

×

一

月

一

4

一

|
}
「

日

一

臥

一
4
一

i CNCNS会議

表 2. Bさんの実習スケジュール

(一一三 一ナ一一ん瓦ぷ下工んえ瓦*-一一一-一一一一 ，十一77-77づ寸丁一一一一一一干云
6月口日 6月口日 6月口日 l 6月口日 6月口日

一上 ー』 上 '-_.一一一一一一一戸一一一 J 
1 ( !w一日 庁 (CNS)

トーー一一一一一一一一一一一一 一

口凶*
 

月
一

『
J
'

一↓
 

目

一

*

一

月づ
/

ア月*目 7月*日 7月*日

リリースナ-"セント CNS) リリースナ-，，1.')9-(CNS) .創傷相談室 (CN) 

p.m.~特定行為研修 • ト̂ーマ外来ー祷箔回診

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一「一一一一一一一一 一一一一一一 寸
7月*日 7月*日 7月*日 7月*日 7月*日 1

創傷相談室 (CN)

病棟ラウンド

ーー →ー ーァ一一一一一一一司一一一
摂食 ・時下 (CN):看護師教育;看護 摂食・時下 (CN)

NST L 実践・キャリア支援センチ :最終わ刀レンス

新人教育研修実際
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